
教員養成の目標とそれを達成するための計画 

■理念、目標 

 

大阪経済大学は、経済学部、経営学部、情報社会学部、人間科学部を設置し、これまでに多くの教員

を送り出してきた。 

 学則にもとづく「人材養成の目的に関する規程」では、「教員養成課程は、建学以来、多くの教員を養

成してきた伝統を踏まえ、また新しいグローバル時代の社会的要請に応えるために教育基本法、学校

教育法および本学の教育理念である『人間的実学』に基づき、『生きる力』や『確かな学力』を真に育む

ことのできる中等教育の教員養成を目指している」（第６条）と規定している。 

 ここに示されているように、本学の教員養成に対する理念は、教育基本法や学校教育法の精神にの

っとり、本学の教育理念である「人間的実学」を具現化した教員としての「豊かな人間性」「幅広い教養」

「専門的力量」を育成することにある。 

 ここで言う「豊かな人間性」とは、生徒を愛し、励まし、共に育ちあう心を持った人間味豊かな教員に

なることを意味する。「幅広い教養」は、グローバル化と価値の多様化が進行する現代社会において単

なる博学多識ではなく、広い活用力と深い良識を身につけることである。「専門的力量」は、教科に関

する専門的知識を基盤としながら、授業場面で確かな学力を形成し、生徒の発達に即して適切な指導

を行なう能力である。 

 本学における教員養成は、以上の理念にもとづき、教員に求められる基礎的な知識、理論を理解す

るだけにとどまらず、実践的な指導能力を高めることを目指している。 

  

■達成するための計画 

  

【１年次】 

○「教育学入門」などを履修することによって、教職の基礎となる知識、能力を習得するとともに、教職

課程を履修する意思を固める。 

○「教職概論」（教職の意義に関する科目）や「現代と教育」を履修することによって、現代の教育課題

をふまえ教職の意義や教員の役割、職務について理解し、教職に必要な使命感や責任感、教育的愛

情を身につける。  

○教科指導に必要な幅広い教養を全学共通科目の受講により養う。 

                              

【２年次】 

○「学校と教育の歴史」「学習心理学」および「教育課程論」「教育方法論」など主に教育の基礎理論に

関する科目を履修することによって、教育の理念、教育の歴史・思想についての基礎知識、心理、発達

論的な基礎知識および教育課程、教育方法に関する基礎知識を習得し、子どもの発達段階や状況に

応じた対応ができるようになる。 



○「教育行政学」「生徒・進路指導論」などを履修することによって、教育の社会的、制度的事項につい

て理解するとともに、「生徒・進路指導論」を通じて生徒指導、進路指導の理論と方法を習得し、個々の

子どもの特性や状況に応じて対応できるようになる。 

○教科に関する科目の本格的履修を通じて、教科指導を担うことのできる専門的知識の習得をおこな

う。 

  

【３年次】 

○各教科の教科教育法を履修することによって教科の指導技術を習得するとともに、「特別活動論」

「学校カウンセリング」などを通じて生徒理解やカウンセリングの基本的な方法を理解し、子どもに対し

て公平、受容的な態度で接することができるようになる。 

○４年次での教育実習を見通しながら、「学校インターンシップ」を通じて、他者の意見の受容や連携

協力、保護者や地域との連携、集団における役割遂行など社会性や対人関係能力を身につける。 

○教科に関する科目の履修を通じて、専門的知識の高度化をはかり、問題解決能力の養成をおこな

う。 

  

【４年次】 

○「教育実習」における実際の学校での教育体験を通じて、実践的な教材分析能力、授業構想力、教

材開発力、授業展開力、表現技術、学級経営力を身につける。 

○教育実習後に、「教職実践演習」を履修することによって、「履修カルテ」にもとづきながら、教員とし

て必要とされる使命感や責任感、教育的愛情等に関する事項、社会性や対人関係能力に関する事

項、生徒理解に関する事項、教科等の指導力に関する事項について習得状況を確認するとともに、総

合的に身につける。 

○３年次までの学習を通じて自己が深く探求すべきテーマを明確にして、「卒業研究」のテーマを設定

し、研究成果をまとめる。 

 


